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主
と
し
て
報
告
し
よ
う
と
す
る
二
書
は
、
先
年
来
の
肥
前
島
原
松
平
文
庫

の
調
査
中
に
、
見
る
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
昭
和
三
十
五
年
秋
の

近
世
文
学
会
や
西
日
本
国
語
国
文
学
会
の
席
上
、
同
文
庫
の
紹
介
中
に
も
、

雑
誌
『
文
学
』
（
昭
和
三
六
．
―
一
、
同
三
七
・
一
月
号
）
の
同
文
庫
紹
介

文
中
に
も
、
大
略
は
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
松
平
文
庫
の
広
い
紹

介
を
目
的
と
し
た
為
に
、
詳
細
に
は
至
り
得
な
か
っ
た
。
改
め
て
こ
こ
に
と

り
上
げ
る
所
以
で
あ
る
。

『
化
女
集
』
は
大
本
一
冊
全
二
十
六
丁
。
内
外
題
と
も
に
「
化
女
集
」
と
．

あ
る

Q

末
に
「
尚
舎
源
忠
房
」
「
文
庫
」
の
印
が
あ
り
、
同
じ
印
を
も
つ
多

く
の
本
と
同
じ
く
、
寛
文
か
ら
元
緑
の
間
の
写
。
筆
蹟
か
ら
見
て
、
寛
文
に

近
い
頃
の
写
と
思
わ
れ
る
。
毎
半
葉
十
一
行
の
平
仮
名
交
り
文
で
、
所
々
に

誤
写
が
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
転
写
本
で
あ
る
。
「
化
女
」
と
は
筆
者
に
は
珍

し
い
語
で
あ
る
が
、
女
性
を
教
化
す
る
の
意
か
、
所
収
は
、
悉
く
妻
と
し

て
そ
の
節
義
の
称
賛
す
べ
き
人
々
‘l-
―
十
四
人
の
伝
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
皆
大
陸
の
書
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
。
今
そ
の
調
査
し
得
た
出
典
を
、
目
次

|
『
化
女
集
』

中

『
狐
媚
紗
」
を
主
と
し
て

林

羅

山

の

翻

訳

文

学

古
列
女
伝
四
・
宋
恭
伯
姫

同

ニ

・

宋

飽

女

宗

同

四

・

斉

杞

梁

妻

同

四

●

察

人

妻

同

五

・

京

師

節

女

同

四

・

梁

寡

高

行

新
続
列
女
伝
上
・
程
文
矩
妻

同

上

・

楽

羊

子

妻

同

上

・

皇

甫

規

妻

同

上

・

盛

道

之

妻

同

上

・

曹

文

叔

妻

同

上

・

衛

敬

諭

妻

（
音
釈
列
女
伝
）

（
古
今
列
女
伝
）

（
音
釈
列
女
伝
）

（
三
綱
行
実
）

（
閏
範
図
集
）

（
三
綱
行
実
）

の
順
に
従
っ
て
か
か
げ
る
。
た
だ
し
『
化
女
集
』
に
は
目
次
が
な
い
。
任
意

に
、
そ
の
人
名
を
か
か
げ
て
、
新
し
く
仮
に
作
る
所
で
あ
る
。

化

女

集

（
伯
姫
）

（
女
宗
）

（
杞
梁
妻
）

（
察
人
妻
）

（
京
師
節
女
）

（
高
行
）

（
穆
姜
）

（
楽
羊
子
妻
）

（
皇
甫
規
妻
）

（
盛
道
妻
）

（
文
叔
妻
）

（
李
氏
）

村

幸

彦
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（

担

氏

）

新

続

列

女

伝

上

●

趙

元

楷

妻

（

古

今

列

女

伝

）

（

夷

氏

）

同

上

・

李

徳

武

妻

（

音

釈

列

女

伝

）

（

魏

氏

）

同

上

・

勢

彦

珠

妻

（

古

今

列

女

伝

）

（

杢

氏

）

同

中

・

王

凝

之

妻

（

堺

補

列

女

伝

）

(m氏
）

同

中

。

絹

氏

之

女

（

古

今

列

女

伝

）

（

徐

氏

）

同

中

●

徐

氏

之

女

（

古

今

列

女

伝

）

（

半

氏

）

同

中

。

謝

桔

得

妻

（

古

今

列

女

伝

）

（

彿

氏

）

新

続

列

女

伝

中

・

趙

卯

発

妻

（

三

綱

行

実

）

（

王

貞

婦

）

同

中

・

王

氏

貞

婦

（

古

今

列

女

伝

）

（

王

氏

婦

）

同

中

・

王

氏

之

婦

（

古

今

列

女

伝

）

（

蒲

察

氏

）

同

中

・

蒲

察

氏

（

三

綱

行

実

）

（

張

義

婦

）

同

中

・

張

氏

義

婦

（

三

綱

行

実

）

（

童

氏

）

同

中

・

｛

即

士

淵

妻

（

古

今

列

女

伝

）

（

王

氏

）

同

中

・

恵

士

玄

妻

（

古

今

列

女

伝

）

（

朱

氏

）

同

中

・

黄

仲

起

妻

（

三

綱

行

実

）

（

別

氏

）

同

中

・

杢

仲

義

妻

（

附

範

図

集

）

（

宵

氏

女

）

同

下

・

苺

氏

之

女

（

古

今

列

女

伝

）

（

都

弥

妻

）

同

下

・

都

弥

之

妻

（

三

綱

行

実

）

（

作

氏

）

同

下

・

烈

婦

捏

氏

（

三

綱

行

実

）

（

類

中

善

女

）

同

下

・

悲

中

善

女

（

三

綱

行

実

）

（

林

氏

）

同

下

・

儒

士

栢

之

女

（

三

綱

行

実

）

（

金

氏

）

同

下

・

豊

山

金

氏

（

三

綱

行

実

）

『
古
列
女
伝
』
は
勿
論
劉
向
の
そ
れ
で
‘
承
応
二
年
八
月
に
は
、
京
都
の

室
町
通
鯉
山
町
小
嶋
弥
左
ヱ
門
か
ら
和
刻
も
出
て
い
る
し
、
北
村
季
吟
に
は

和
訳
（
明
暦
元
年
）
も
あ
る
。
そ
の
外
中
江
藤
樹
の
『
鑑
草
』
（
正
保
四

年
）
な
ど
を
始
め
と
し
、
徳
川
時
代
初
期
に
流
行
し
た
女
訓
書
に
は
、
多
く

の
例
話
を
提
供
し
て
い
る
。
今
―
つ
の
朝
鮮
某
氏
編
の
『
新
続
列
女
伝
』
三

巻
も
、
「
承
応
―
―
一
年
甲
午
五
月
穀
且
」
に
、
同
じ
小
嶋
弥
左
ヱ
門
か
ら
和
刻

が
出
、
辻
原
元
甫
の
『
女
論
語
』
・
『
女
訓
』
（
明
暦
二
年
刊
『
女
四
書
』

の
中
）
を
始
め
、
女
訓
書
に
利
用
さ
れ
た
。
共
に
甚
だ
流
布
の
書
で
あ
る
。

『
新
続
列
女
伝
』
に
引
用
書
と
し
て
注
記
す
る
所
を
も
、
念
の
為
に
括
弧
内

に
示
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
書
に
も
既
に
、
徳
川
初
期
に
は
輸
入
さ
れ
、
世
に

流
布
し
た
本
が
ま
ま
あ
る
。
た
と
え
ば
朝
鮮
の
僕
循
の
『
三
綱
行
実
』
（
和

刻
及
び
浅
井
了
意
に
よ
る
和
訳
も
出
刊
）
の
如
く
に
で
あ
る
。
し
か
し
『
化

女
集
』
は
、
『
古
列
女
伝
』
『
新
続
列
女
伝
』
に
よ
っ
た
翻
訳
で
あ
る
こ
と

は
、
『
新
続
列
女
伝
』
の
配
列
に
従
っ
た
抄
出
で
あ
る
こ
と
ゃ
、
原
本
と
の

若
干
の
比
較
か
ら
も
間
違
い
は
な
い
。

そ
の
翻
訳
の
態
度
は
、
平
易
を
旨
と
し
、
事
を
伝
え
る
を
主
と
し
て
、
原

本
に
も
多
い
と
は
言
え
な
い
文
学
的
な
修
辞
は
こ
れ
を
略
し
、
事
の
内
容
も

不
道
徳
に
わ
た
る
も
の
は
、
出
来
る
だ
け
簡
略
で
す
ま
せ
て
い
る
。
又
、
原

本
の
各
条
を
、
よ
し
遂
語
訳
で
な
く
と
も
、
全
貌
を
伝
え
る
か
と
言
う
に
、

そ
う
で
も
な
く
、
そ
の
一
部
に
と
ど
め
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
態
度
を
示
す
・

べ
く
、
巻
頭
の
一
文
を
引
く
。

ハ

ク

キ

ロ

ロ

セ

ン

ゾ

ウ

ケ

ウ

伯
姫
は
魯
の
宣
公
の
む
す
め
な
り
。
宋
の
恭
公
に
と
つ
け
り
。
恭
公
死
ぬ
。
．

あ
る
夜
こ
の
伯
姫
の
居
所
よ
り
火
出
ぬ
。
左
右
の
も
の
と
も
‘
す
こ
し
火

を
さ
り
（
「
け
」
の
誤
写
）
給
へ
と
い
へ
は
、
伯
姫
の
い
わ
く
ヽ
婦
人
の

義
保
博
と
て
、
二
人
の
か
し
つ
き
あ
ら
さ
れ
は
、
よ
る
堂
を
出
す
。
こ
の
二

人
き
た
る
を
ま
つ
と
い
ふ
。
し
は
ら
く
あ
り
て
保
低
は
ま
い
り
て
、
梅
母

は
い
ま
た
き
た
ら
す
。
左
右
の
も
の
今
は
す
こ
し
火
を
さ
り
（
「
け
」
の
誤

写
）
給
へ
と
い
ふ
°
伯
姫
の
い
わ
く
婦
人
の
義
博
母
な
け
れ
は
、
よ
る
堂
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を
出
す
へ
か
ら
す
と
い
へ
り
。
義
に
そ
む
き
て
い
き
ん
よ
り
は
、
義
を
ま

も
り
て
死
す
る
に
し
か
す
と
て
、
つ
い
に
や
け
し
に
け
る
と
そ
。

原
文
と
比
較
す
る
に
ヽ
翻
訳
し
た
部
分
は
、
こ
こ
で
は
か
な
り
に
忠
実
に
、

原
文
を
追
っ
て
い
る

Q

し
か
し
原
文
に
は
、
こ
の
前
後
に
な
お
い
く
ら
か
の

分
量
の
文
章
が
あ
る
。
そ
の
文
章
は
理
論
に
わ
た
っ
て
い
る
為
に
、
全
く
略

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
の
編
者
は
、
読
者
と
予
定
し
た
女
性
の
教

養
を
考
え
て
、
説
話
の
提
供
を
主
と
し
た
こ
と
が
、
こ
の
一
例
か
ら
も
推
察

出
来
る
。

か
か
る
態
度
か
ら
し
て
、
こ
の
書
も
亦
、
前
掲
の
『
鑑
草
』
や
『
女
四

書
』
同
様
に
、
徳
川
時
代
に
入
っ
て
、
こ
の
写
本
の
年
次
頃
迄
に
、
多
く
出

現
し
た
女
訓
書
の
一
と
見
な
し
て
よ
い
。
又
一
面
、
同
じ
頃
大
陸
の
説
話
文

学
が
次
々
と
翻
訳
を
見
て
い
た
が
、
そ
の
一
っ
と
考
え
て
も
よ
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
そ
れ
は
小
説
史
上
仮
名
草
子
の
中
に
分
類
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
従
来
の
仮
名
草
子
研
究
に
も
、
こ
の
『
化
女
集
』
に
ふ
れ

る
も
の
な
く
、
も
れ
て
来
た
。
そ
れ
で
も
注
意
す
れ
ば
、
既
に
彰
考
館
の
目

録
に
は
、
こ
の
名
で
登
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
‘
彰
考
館
本
を
調
査

す
る
暇
が
な
い
が
、
同
内
容
と
考
え
て
支
障
な
か
ろ
う
。
彰
考
館
本
と
の
比

較
は
後
日
に
残
す
と
し
て
、
な
お
別
に
『
羅
山
林
先
生
集
』
附
録
第
四
‘
羅

山
の
「
編
著
書
目
」
の
中
に
、
「
貞
女
倭
字
抄
二
巻
」
を
見
出
し
た
の
で
‘

筆
者
は
『
文
学
』
誌
の
紹
介
で
、
「
私
は
そ
の
本
を
見
た
こ
と
が
な
い
が
、

羅
山
に
は
貞
女
俵
字
抄
二
巻
の
著
述
が
あ
る
と
言
う
。
化
女
集
の
内
容
は
、

正
に
一
種
の
貞
女
倭
字
抄
で
あ
っ
て
、
二
者
の
関
係
を
知
り
た
い
と
思
う
」

と
書
い
た
。
そ
れ
を
見
ら
れ
た
内
閣
文
庫
の
福
井
保
氏
か
ら
早
速
に
御
教
示

を
得
た
。
そ
の
大
体
を
合
せ
記
し
て
お
く
。
内
閣
文
庫
に
は
『
貞
女
和
字

記
』
一
冊
を
蔵
す
る

Q

既
に
『
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
上
の
六

0
0頁

下
段
に
著
録
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
書
名
は
内
外
題
と
も
に
『
貞
女
和
字

記
』
と
あ
り
‘
巻
頭
書
名
の
下
に
「
民
部
騨
法
印
林
適
春
揺
」
と
、
著
者
は

明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
福
井
氏
が
三
十
四
条
の
冒
頭
を
一
々
に
示
さ

れ
た
の
に
よ
れ
ば
、
内
容
は
、
そ
の
説
話
の
順
序
迄
、
全
く
『
化
女
集
』
と

等
し
い
。
し
か
も
平
仮
名
交
り
十
一
行
、
書
写
年
次
は
‘
寛
永
か
ら
寛
文
頃

と
言
う
。
同
じ
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
、
松
平
文
庫
本
に
や
や
先
ん
じ
た
書
写

の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
示
さ
れ
た
だ
け
の
文
章
で
も
、
漠
字
仮
名
の
配

分
な
ど
極
細
部
ま
で
同
じ
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
『
化
女
集
』
と
全
く
同
じ

内
容
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
書
が
又
『
貞
女
和
字
記
』
と
題
さ
れ
て
い
る
こ

ど
が
、
福
井
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
欣
快
と
し
な
け
れ
ば
な

ら

な

い

。

・

し
か
し
『
和
字
記
』
即
『
侯
字
抄
』
と
の
判
断
を
下
す
に
は
、
「
編
著
書

目
」
の
二
巻
と
、
現
存
の
一
冊
と
の
相
違
‘
い
か
な
る
理
由
で
三
つ
の
書
名

を
持
つ
か
な
ど
問
題
は
残
る
。
殊
に
『
貞
女
和
字
記
』
は
、
印
記
に
よ
れ
ば

後
年
に
林
述
斎
が
入
手
し
た
も
の
で
、
も
と
も
と
林
家
に
あ
た
っ
も
の
で
な

い
か
も
わ
か
ら
な
い
の
が
若
干
気
に
か
か
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
は
原

本
に
あ
っ
た
か
い
な
か
は
、
不
明
な
が
ら
（
化
女
集
に
は
な
い
）
早
く
寛
永

か
ら
寛
文
の
間
に
、
「
民
部
卿
法
印
」
云
々
と
著
者
名
を
附
し
て
写
さ
れ
て

い
る
し
、
松
平
忠
房
は
、
林
家
と
親
し
く
ヽ
林
家
の
著
述
を
数
々
と
写
し

て
い
る
所
か
ら
し
て
、
こ
れ
も
羅
山
の
著
述
ヽ
即
ち
『
貞
女
倭
字
抄
』
と
別

に
称
さ
れ
た
も
の
、
又
は
そ
の
一
部
と
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
部
か
と
う
た
が
う
の
は
、
現
存
で
は
、
『
古
列
女
伝
』
か
ら
の
も
の
は
僅

か
に
六
話
、
二
十
八
話
が
『
新
続
列
女
伝
』
に
よ
っ
て
い
る
の
は
、
『
古
列

女
伝
』
の
そ
う
し
た
書
物
の
中
で
の
権
威
か
ら
し
て
も
い
さ
さ
か
不
審
で
あ

る
。
別
に
『
古
列
女
伝
』
か
ら
の
も
の
を
多
く
含
む
一
冊
が
あ
っ
て
、
現
存
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は
、
そ
の
後
半
に
相
当
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
化
女
集
』
が
『
貞
女
倭
字
抄
』
又
は
そ
の
一
部
に
該
当
す
る
と
の
推
定

が
あ
た
れ
り
と
す
れ
ば
、
林
羅
山
と
言
う
幕
初
啓
蒙
期
の
大
先
輩
が
、
藤
樹

や
元
川
や
『
佐
小
学
』
を
著
し
た
山
崎
闇
斎
な
ど
の
、
後
輩
儲
者
に
先
ん
じ

て
、
か
か
る
啓
蒙
的
翻
訳
説
話
集
を
編
ん
だ
こ
と
は
、
一
応
注
目
に
値
す
る
。

二

『
狐
媚
紗
』
は
大
本
一
冊
全
五
十
丁
。
外
題
は
「
狐
媚
紗
」
、
内
題
は

「
狐
媚
佐
字
抄
」

Q

末
に
又
「
尚
舎
源
忠
房
」
「
文
庫
」
の
二
印
が
あ
っ

て
‘
寛
文
元
禄
間
の
写
で
、
転
写
本
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
毎
半
葉
十
一

行
片
仮
名
交
り
。
所
収
説
話
三
十
五
話
‘
書
名
の
如
く
、
悉
く
狐
の
怪
に
関

し
て
い
る
。
そ
の
「
篇
「
王
知
古
」
の
末
に
「
唐
小
説
ニ
ア
リ
又
狐
媚
叢
談

ニ
ア
リ
」
と
、
全
巻
中
た
だ
―
つ
の
注
記
を
認
め
る
。
暦
小
説
と
は
何
を
さ

す
か
。
こ
の
「
王
知
古
」
と
同
内
容
が
、
『
太
平
広
記
』
巻
四
五
五
に
「
張

直
方
」
と
題
し
て
収
ま
り
、
「
出
三
水
小
讀
」
と
注
記
す
る
。
「
三
水
小

贖
」
は
、
こ
れ
を
収
め
る
『
説
郭
』
で
は
宋
の
皇
甫
枚
著
と
す
る
が
、
『
古

今
説
梅
』
な
ど
で
は
皇
市
枚
を
唐
人
と
す
る
。
こ
こ
の
居
小
説
と
は
、
『
三

水
小
間
』
あ
た
り
を
さ
す
と
見
て
、
一
応
説
明
が
つ
く
が
、
『
狐
媚
叢
談
』

は
、
私
に
は
珍
し
い
書
で
あ
っ
て
、
漸
く
『
内
閣
文
庫
漠
籍
分
類
目
録
』
の

中
に
次
の
如
く
見
出
し
た

Q

狐
媚
叢
談
五
巻
説
狐
一
巻
明
万
暦
刊
（
草
玄
居
）
二
冊

同
（
明
草
玄
居
刊
本
）
（
林
羅
山
手
校
本
）
五
巻
説
狐
一
巻

江
戸
初
写
二
冊

そ
し
て
、
こ
れ
も
福
井
保
氏
に
お
願
い
し
て
、
写
真
を
見
る
こ
と
を
得
た

Q

『
叢
談
』
の
大
略
は
『
目
録
』
記
載
の
如
く
で
、
所
収
百
三
十
三
条
皆
狐
の

話
で
あ
る
。
た
だ
し
『
太
平
広
記
』
巻
四
四
七
か
ら
巻
四
五
五
に
い
た
る
間

に
所
収
の
も
の
と
、
同
内
容
の
も
の
が
多
い
。
『
狐
媚
紗
』
と
比
較
す
れ
ば

『
紗
の
』
悉
く
の
条
を
、
『
叢
談
』
の
中
に
発
見
出
来
た
。
『
狐
媚
倭
字

抄
』
と
は
、
一
に
『
狐
媚
叢
談
』
の
翻
訳
の
意
の
命
名
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
叢
談
』
の
条
と
の
比
較
を
次
に
か
か
げ
、
『
太
平
広
記
』
（
人
民
文
学
出

版
社
刊
本
に
よ
る
）
所
収
の
も
の
を
も
合
せ
て
比
較
し
て
見
る
。

狐

媚

倭

字

抄

狐

媚

叢

談

太

平

広

記

孫

岩

狐

械

孫

巌

髪

(

-

)

孫

巌

（

洛

陽

伽

藍

記

）

胡

道

治

胡

追

沿

死

不

見

屍

（

一

）

胡

道

沿

（

異

苑

）

宋

大

賢

宋

大

賢

殺

狐

（

一

）

宋

大

賢

（

法

殖

珠

林

）

張

簡

野

狐

戯

張

簡

（

一

）

張

簡

（

朝

野

餃

載

）

弥

勒

仏

狐

化

為

弥

勒

仏

(

-

)

僧

服

礼

（

広

異

記

）

上

官

翼

上

官

翼

毒

狐

(

-

)

上

官

翼

（

広

異

記

）

王

義

方

王

義

方

使

野

狐

(

-

)

王

義

方

（

朝

野

食

載

）

何
譲
之
何
譲
之
得
狐
株
字
文
書
（
一
）
何
譲
之
（
乾
肛
子
）

楊

伯

成

適

士

収

狐

（

一

）

楊

伯

成

（

広

異

記

）

劉

甲

狐

籟

美

婦

（

一

）

劉

甲

（

広

異

記

）

鄭

宏

之

郊

与

黄

檄

為

妖

（

二

）

鄭

宏

之

（

紀

間

）

羅

公

遠

羅

公

遠

縛

狐

（

二

）

汗

陽

令

（

広

異

記

）

李

氏

小

狐

破

大

狐

婚

（

二

）

李

氏

（

広

異

記

）

怠

明

府

焚

鴻

巣

断

狐

（

二

）

茸

明

府

（

広

異

記

）

謝

混

之

砿

向

台

告

県

令

（

二

）

謝

混

之

（

広

異

記

）

王

包

葉

静

棺

治

狐

（

二

）

王

包

（

広

異

記

）

徐

安

徐

安

妻

騎

故

條

而

飛

（

二

）

徐

安

（

集

異

記

）

長

孫

甲

那

剛

子

（

二

）

長

孫

甲

（

広

異

記

）

衆

愛

弧

吐

媚

珠

（

二

）

劉

衆

愛

（

広

異

記

）
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王
罪
~
王
顎
為
狐
芥
（
二
）

哀

嘉

昨

垣

県

老

狐

（

二

）

党

超

元

那

仙

（

三

）

許

真

狐

生

九

子

（

四

）

計

真

（

宜

室

志

）

藷

茨

狐

跨

猟

犬

奔

走

（

四

）

蒋

亜

（

集

異

記

）

李
令
緒
牝
狐
為
乍
令
緒
阿
姑
（
三
）
李
令
緒
（
騰
聴
異
志
録
）

王

生

翫

戯

王

生

（

三

）

王

生

（

霊

怪

録

）

デ

援

狐

酔

被

殺

（

四

）

男

援

（

宜

室

志

）

王

知

古

王

知

古

贅

狐

被

逐

（

四

）

張

直

方

（

三

水

小

聞

）

醸

山

狐

竜

（

四

）

狐

竜

（

奇

事

記

）

王

買

王

門

殺

狐

（

四

）

適
人
風
剣
斬
狐
（
四
）

行刑

J
グ

施

桂

芳

施

桂

芳

賛

狐

（

五

）

関

西

朝

士

騎

山

狐

（

五

）

蒋

常

大

別

山

狐

（

五

）

小
―
―
一
児
狐
能
治
病
（
五
）

『
太
平
広
記
』
の
条
と
比
較
し
た
の
は
、
前
掲
の
対
比
の
示
す
如
く
、
『
紗
』

に
は
『
広
記
』
と
同
じ
見
出
し
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

『
広
記
』
は
既
に
慶
長
九
年
林
羅
山
の
記
し
た
漠
籍
目
録
（
『
羅
山
林
先
生

集
』
附
録
巻
第
一
）
ゃ
、
同
人
の
『
梅
村
載
筆
』
所
収
の
目
録
に
も
登
記
さ

れ
て
、
早
く
渡
米
し
て
い
た
こ
と
の
明
ら
か
な
書
で
あ
る
。
『
狐
媚
紗
』
の

見
出
し
は
、
こ
の
『
広
記
』
を
参
照
し
て
定
め
た
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
そ
の
ま
ま
に
模
し
た
の
で
な
く
、
『
叢
談
』
に
従
い
な
が
ら
、
人
名
で

示
す
方
法
を
学
ん
だ
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

弥
勒
仏
・
狐
化
為
弥
勒
仏
・
俯
服
礼

王
畦
（
広
異
記
）

哀
嘉
杵
（
紀
閻
）

0
「
李
氏
」

羅
公
遠
・
羅
公
遠
縛
狐
・
汗
陽
令

の
例
な
ど
見
れ
ば
、
そ
の
間
の
事
情
は
明
ら
か
で
あ
る
。
『
叢
談
』
の
「
狐

生
九
子
」
で
は
、
許
真
と
あ
る
人
物
が
、
『
広
記
』
の
同
内
容
の
条
で
は
、

計
真
と
な
っ
て
い
る
。
『
紗
』
は
、
許
真
と
し
た
の
も
、
『
叢
談
』
を
主
と

し
た
「
証
で
あ
る

Q

翻
訳
の
底
本
も
、
従
っ
て
勿
論
『
叢
談
』
で
あ
る
が
、
『
広
記
』
を
も
参

照
し
た
所
が
な
く
は
な
い

Q

『
叢
談
』
と
『
広
記
』
の
同
内
容
の
条
は
、
き

わ
め
て
僅
か
な
文
字
の
相
違
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
比
較
し
て
、

0
「

胡

道

沿

」

時

人

以

為

狐

也

（

『

叢

談

』

）

時

人

咸

謂

狐

也

（

『

広

記

』

）

皆

イ

フ

狐

ノ

パ

ケ

タ

ル

ナ

リ

（

『

紗

』

）

の
如
き
『
広
記
』
に
よ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

0
「

鄭

宏

之

」

宏

之

自

寧

州

刺

史

改

宣

州

（

『

叢

談

』

）

宏

之

自

寧

州

刺

史

改

定

州

（

『

広

記

』

）

宏
之
寧
州
ヨ
リ
ウ
ッ
リ
テ
宜
州
ノ
太
守
ト
ナ
ル
時

（
『
紗
』
）

0
「

羅

公

遠

」

公

遠

設

法

成

求

与

交

戦

（

『

叢

談

』

）

公

遠

法

成

求

与

交

戦

（

『

広

記

』

）

公
遠
法
ヲ
マ
フ
ケ
テ
劉
成
ト
ク
ラ
ヘ
ン
ト
ス
（
『
紗
』
）

狐
廼
令
取
東
引
桃
枝
以
朱
書
枝
上
作
斉
州
県
郷
里

胡

綽

胡

選

（

『

叢

談

』

）

狐
乃
令
取
東
引
桃
枝
以
朱
書
板
上
作
斉
州
県
郷
里
胡
綽
胡

（
『
広
記
』
）

遂東
ヘ
サ
ッ
タ
ル
桃
ノ
枝
ヲ
取
リ
朱
ヲ
以
テ
枝
上
二
斉
州
県

郷

里

胡

綽

胡

遮

ト

カ

キ

テ

（

『

紗

』

）

婦

人

変

為

老

狐

（

『

叢

談

』

）

0
「
王
包
」
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婦

人

得

符

為

老

狐

（

『

広

記

』

）

女

銘

化

ン

テ

老

狐

ト

ナ

リ

テ

（

『

紗

』

）

な
ど
は
、
そ
の
『
叢
談
』
に
よ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
如
き

例
の
方
が
多
い
の
で
あ
る
。
全
体
の
翻
訳
の
態
度
は
、
こ
こ
で
も
亦
逐
語
訳

で
は
な
く
、
話
の
内
容
を
伝
え
る
を
主
目
的
と
す
る
。
省
略
も
多
い
の
だ

が
、
如
何
な
る
所
を
省
略
し
た
か
の
第
一
は
、
『
化
女
集
』
の
場
合
と
同
じ

く
、
文
学
的
修
辞
の
部
分
で
あ
る
。
「
何
譲
之
」
の
原
文
「
何
譲
之
得
狐
株

字
文
書
」
の
一
文
は
、
次
の
例
示
か
ら
も
う
か
が
え
て
、
甚
だ
美
し
い
文
章

で
あ
る
。

一
陵
上
独
有
枯
栢
三
四
枚
‘
其
下
盤
石
‘
可
容
数
十
人
坐
‘
見
一
翁
‘
姿

貌
有
異
常
輩
、
眉
堰
皓
然
著
賓
朦
巾
襦
袴
‘
帳
烏
紗
‘
抱
膝
南
望
、
吟

日
、
野
田
刑
棘
春
‘
閏
閣
綺
羅
新
、
出
没
頭
上
日
、
生
死
眼
前
人
、
欲
知

我
家
在
何
処
、
北
郎
松
栢
正
為
隣
、
俄
有
一
貴
戚
、
金
翠
車
輿
、
如
花
之

婢
数
十
、
連
袂
笑
楽
而
出
徽
安
門
、
挨
楡
林
店
ヽ
又
眺
中
橋
之
南
北
、
垂

楊
払
於
天
津
‘
繁
花
明
於
上
苑
‘
紫
禁
綺
附
、
軋
乱
香
塵
‘
譲
之
方
歎
棲

遅
、
独
行
蹟
踪
、
巳
評
前
吟
翁
非
人
‘
翁
忽
又
吟
日
ヽ
洛
陽
女
児
多
、
無

奈
孤
翁
老
去
何
‘
譲
之
逮
欲
前
執

そ
れ
を
、
『
紗
』
で
は
、

其
一
ツ
ノ
オ
カ
ノ
上
二
枯
栢
ア
リ
其
下
二
大
石
ア
リ
一
人
ノ
翁
其
石
上
二

坐
ジ
テ
詩
ヲ
吟
ス
俄
ニ
―
貴
人
カ
サ
リ
タ
ル
粧
ニ
テ
行
過
ル
ア
リ
譲
之
思

フ
ヤ
ウ
ハ
サ
キ
ノ
翁
ハ
人
ニ
ア
ラ
ッ
ト
見
テ
ト
ラ
ヘ
ン
ト
ス
ル
処
二

と
、
簡
単
に
訳
し
去
っ
て
い
る
。
か
か
る
省
略
も
所
々
に
あ
る
。
第
二
に
難

解
で
あ
っ
た
り
、
日
本
語
に
う
つ
し
難
い
所
も
ヽ
苦
労
を
さ
け
て
省
略
し
て

い
る

Q

「
上
官
翼
毒
狐
」
で
、
狐
の
女
が
言
う
言
葉
に
‘

我
門
戸
雖
難
‘
絋
州
佐
之
子
、
両
相
形
迩
、
不
願
人
知
‘
但
能
有
心
‘
得

方
便
、
自
来
相
就

と
あ
る
中
ヽ
「
両
相
形
述
」
が
わ
か
り
難
い
。
『
広
記
』
に
つ
け
ば
、
こ
の

所
「
両
倶
形
迩
」
と
あ
る
の
で
、
解
を
得
る
の
で
あ
る
が
、
『
叢
談
』
の
み

で
は
、
わ
か
り
に
く
い
ま
ま
、
こ
の
全
文
を
「
我
家
ノ
門
戸
ム
ッ
カ
ツ
其
ヒ

マ
ヲ
見
テ
来
ラ
ン
」
と
、
略
し
か
す
め
て
あ
る
。
又
「
狐
生
九
子
」
の
始
め

も‘
嘗
西
遊
長
安
‘
至
映
、
与
映
従
事
善
ヽ
是
日
将
告
去
、
従
事
留
欽
酒
、
至

暮
方
与
別

と
あ
る
も
、
一
寸
読
む
と
わ
か
り
が
た
い
。
『
広
記
』
で
は
、
「
真
与
映
従
事

善
」
と
、
「
真
」
の
一
字
で
主
語
を
示
し
て
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
に
も
そ
の

一
句
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
「
西
ノ
方
長
安
都
へ
赴
ク
映
州
ノ
奉
行
ノ
所
二
至
リ

テ
終
日
酒
ヲ
飲
テ
暮
二
及
テ
帰
ル
」
と
し
て
い
る
。
「
王
知
古
贅
狐
被
逐
」

の
始
め
は
、
張
直
方
な
る
官
吏
が
、
入
蜆
之
礼
を
お
さ
め
た
文
章
が
あ
っ

て
、
日
本
語
に
改
め
に
く
い
特
殊
な
語
が
つ
ら
ね
て
あ
る
の
で
‘
全
く
省
略

し
て
あ
る
。
近
世
で
も
、
翻
訳
態
度
の
厳
密
に
な
っ
た
享
保
以
後
の
よ
う
に

は
、
語
句
そ
の
も
の
に
と
ら
わ
れ
る
所
が
な
い
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
「
闊

山
狐
」
の
始
め
は
、
「
愚
読
劉
晨
院
肇
天
台
遇
仙
女
之
事
心
穎
疑
焉
」
で
は

じ
ま
る
作
者
の
議
論
め
い
た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
省
略
し
て
、
匝
に
説

話
に
入
っ
て
い
る
。
何
か
努
力
を
惜
ん
だ
如
く
ヽ
又
杜
据
な
仕
事
の
如
く
思

わ
れ
て
、
今
日
か
ら
す
れ
ば
残
念
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
内
容
を
早
く
伝
え

る
こ
と
に
努
力
し
た
の
が
、
そ
の
頃
の
文
化
輸
入
の
傾
向
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
も
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
半
面
に
、
原
文
に
な
い
所
を
増
補
附
加
し
た
所
も
な
い
で
は
な
い
。

第
一
に
、
年
号
な
ど
は
、
一
々
に
時
の
帝
を
示
し
て
、
時
代
を
明
瞭
に
す
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る
。
「
唐
永
徽
中
」
「
唐
神
竜
中
」
が
「
唐
ノ
高
宗
皇
帝
ノ
永
徽
年
中
」

「
唐
ノ
中
宗
ノ
神
竜
年
中
」
と
な
っ
て
い
る
し
、
原
文
に
は
「
唐
而
陽
令
」

（
羅
公
遠
縛
狐
」
）
と
の
み
あ
る
を
、
後
出
す
る
所
に
よ
っ
て
、
始
め
に

「
唐
玄
宗
ノ
御
宇
二
」
と
わ
ざ

l
＼
お
い
て
、
時
代
を
明
瞭
に
す
る
。
教
育

的
な
意
味
の
外
に
恐
ら
く
は
内
容
を
事
実
ら
し
く
思
わ
せ
る
意
図
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
内
容
に
つ
い
て
、
訳
者
の
意
見
を
加
え
た
所
が

あ
る
。
「
李
令
緒
」
の
末
に
、

金
花
力
令
緒
二
語
ル
次
第
ハ
阿
姑
モ
金
花
モ
本
ハ
人
ニ
ジ
テ
死
ジ
テ
其
幽

霊
ノ
現
ス
ル
ニ
似
タ
ル
カ
サ
レ
ト
モ
前
方
江
夏
巫
ノ
令
緒
二
語
ル
ニ
ニ
狐

ト
対
談
ス
ト
云
ヲ
以
テ
考
フ
レ
ハ
畢
章
皆
狐
ノ
所
為
ナ
ル
ヘ
ン
又
阿
姑
力

二
人
ノ
娘
ノ
嫁
ス
ル
事
一
一
ヨ
リ
テ
予
州
へ
赴
ク
ト
云
ヒ
又
令
緒
予
州
ヨ
リ

帰
ル
時
ー
一
阿
姑
二
女
ノ
嫁
ス
ル
ヲ
待
タ
ス
ヤ
ト
云
事
其
首
尾
ソ
ロ
ハ
ス

と
あ
る
°
乏
し
い
例
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
き
も
あ
る
。
第
三
は
、
そ
の
内

容
に
関
し
て
、
訳
者
の
所
恨
を
附
し
た
所
も
あ
る
。
「
弥
勒
仏
」
の
条
で
、

狐
と
知
ら
ず
し
て
、
弥
勒
仏
と
信
仰
し
て
い
た
が
、
服
礼
な
る
人
物
が
そ
の

化
の
皮
を
あ
ら
わ
し
た
話
の
あ
と
で
‘

世
上
狐
ノ
弥
勒
多
カ
ル
ヘ
ジ
服
礼
力
如
ナ
ル
人
ニ
ア
ハ
サ
ル
故
ー
一
其
ハ
ケ

ア
ラ
ハ
レ
ス

と
す
る
。
「
王
義
方
」
で
、
那
つ
か
い
が
や
が
て
死
ん
だ
話
を
し
て
、

日
本
ニ
テ
モ
世
俗
ー
一
咤
粗
尼
天
ノ
法
ナ
レ
イ
ツ
ナ
ノ
法
ナ
レ
ヨ
ク
修
習
セ

ル
モ
ノ
ハ
希
ニ
テ
身
ヲ
ホ
ロ
ホ
ス
コ
ト
ハ
多
カ
リ
キ

と
す
る
。
前
者
は
仏
法
を
も
っ
て
世
を
ま
ど
わ
す
も
の
を
指
し
、
後
者
も
邪

道
の
行
わ
れ
る
も
の
で
な
い
を
述
べ
た
も
の
°
既
成
の
仏
法
を
初
め
、
不
合

理
な
も
の
を
き
び
し
く
し
り
ぞ
け
た
、
近
世
初
め
の
僻
者
の
口
吻
で
あ
る
こ

と
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
「
衆
愛
」
の
末
に
も
、
原
文
に
な
い
‘

狐
か
ら
と
る
媚
薬
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
狐
媚
叢
談
』
の

巻
頭
に
「
説
狐
」
と
題
し
て
、
総
論
に
あ
た
る
も
の
が
そ
な
わ
る
が
、
そ
の

一
条
を
合
せ
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
四
に
同
じ
条
に
「
狐
九
ツ
ノ
尾
ア

リ
テ
金
色
ナ
ル
ハ
天
二
通
ス
是
ヲ
天
狐
卜
号
ス
通
カ
ア
リ
殺
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」

と
あ
る
如
き
、
語
注
に
類
し
た
も
の
も
所
々
に
附
加
し
て
あ
る
。
訳
者
の
新

し
い
附
加
は
勿
論
、
読
者
を
お
も
ん
ば
か
っ
て
の
挙
で
あ
ろ
う
。
前
の
『
化

女
集
』
と
も
似
て
、
そ
の
啓
蒙
的
な
訳
述
態
度
は
、
こ
の
附
加
の
部
分
に
‘

最
も
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

偏
者
的
で
啓
蒙
的
な
訳
述
態
度
を
う
か
が
っ
て
、
そ
の
訳
者
は
何
人
か
と

考
え
る
時
‘
内
閣
文
庫
所
蔵
の
、
林
羅
山
の
手
校
本
に
想
倒
す
る
。
同
書
は

「
処
々
図
雖
多
有
而
今
少
略
」
と
羅
山
自
ら
書
し
て
、
原
本
即
ち
前
出
の
明

版
の
美
し
い
挿
両
を
略
し
た
以
外
は
、
字
配
も
そ
の
ま
ま
に
写
し
た
も
の
で

あ
る
。
末
に
、
三
行
で
「
狐
媚
叢
談
全
部
五
巻
蔵
在
秘
府
余
因
曝
御
書
就

而
倣
写
之
且
加
誅
句
記
壬
申
七
月
十
二
日
羅
山
子
」
と
、
羅
山
自
ら
書

し
て
あ
る
。
壬
申
は
寛
永
九
年
、
そ
の
年
羅
山
が
、
秘
府
の
本
即
ち
前
出
の

明
版
に
よ
っ
て
写
さ
せ
た
の
が
、
こ
の
本
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
一
応
そ

れ
程
に
、
こ
の
本
に
関
心
を
懐
い
た
羅
山
を
編
者
に
擬
す
こ
と
も
、
こ
の
本

が
前
述
の
如
く
林
家
と
親
し
か
っ
た
松
平
家
の
文
庫
で
写
さ
れ
た
こ
と
も
合

せ
て
、
不
自
然
で
は
な
い
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
羅
山
の
「
編
著
害
目
」
を
検

す
る
に
、
「
仙
鬼
狐
談
三
巻
」
が
あ
る
。
こ
の
書
名
は
甚
だ
熟
さ
な
い

Q

「
仙
談
」
「
鬼
談
」
「
那
談
」
の
各
一
巻
を
合
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
想
像
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
『
狐
媚
砂
』
は
、

『
狐
談
』
に
相
当
さ
せ
る
に
ヽ
誠
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
る
。
そ
の
訳
述

態
度
‘
こ
の
珍
し
い
本
の
当
時
に
お
け
る
持
主
で
あ
っ
た
こ
と
、
松
平
文
庫

に
写
さ
れ
る
可
能
性
の
多
い
林
家
の
主
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
『
狐
談
』
に
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相
当
す
る
内
容
な
ど
、
様
々
の
条
件
を
合
せ
か
ね
る
人
物
と
し
て
、
林
羅
山

を
、
こ
の
『
狐
媚
紗
』
の
訳
述
者
に
定
め
た
い
と
思
う
。

つ
い
で
を
も
っ
て
、
「
仙
鬼
狐
談
」
の
、
『
狐
談
』
以
外
の
も
の
に
ふ
れ
て

お
く
。
『
鬼
談
』
に
つ
い
て
は
後
述
に
残
し
て
、
『
仙
談
』
な
る
書
は
知
る
所

が
な
い
が
、
羅
山
の
著
述
目
録
に
は
、
別
々
に
な
っ
て
、
信
仙
（
刊
本
）
・
詩

仙
（
刊
本
あ
り
と
言
う
）
・
武
仙
（
刊
本
）
の
三
部
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、

見
る
を
得
た
『
儒
仙
』
『
武
仙
』
と
も
に
半
紙
本
全
十
九
丁
。
『
儒
仙
』
は

二
本
を
見
た
が
、
い
ず
れ
に
も
、
著
者
も
刊
記
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
寛

文
十
年
の
書
籍
目
録
に
は
、
『
詩
仙
』
『
武
仙
』
『
儒
仙
』
と
も
、
各
一
冊

で
、
み
な
林
道
春
の
著
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
。
羅
山
の
著
、
こ
の
年
以

前
の
刊
で
あ
る
。
『
偉
仙
』
の
内
容
は
、
神
農
か
ら
王
陽
明
ま
で
、
信
学
に

関
係
す
る
主
要
人
物
一
二
十
六
人
を
、
左
右
に
配
し
て
、
十
八
組
の
肖
像
を
の

せ
る
。
そ
れ
の
頭
部
に
、
略
歴
を
漠
文
で
書
い
て
、
羅
山
自
ら
の
作
で
あ
ろ

う
、
七
言
絶
句
の
賛
詩
を
一
詩
宛
附
し
て
あ
る
。
『
武
仙
』
も
全
く
同
体
裁

で
、
こ
こ
で
は
、
太
公
望
か
ら
、
岳
飛
ま
で
、
や
は
り
三
十
六
人
の
兵
術
家

武
将
が
、
同
じ
よ
う
に
像
さ
れ
、
伝
さ
れ
、
賛
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
想
像
す
る
に
、
『
詩
仙
』
も
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
°
肥
前
島
原
松

平
文
庫
に
、
写
本
で
羅
山
等
の
詩
仙
三
十
六
人
賛
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ

の
賛
を
や
は
り
用
い
て
刊
行
し
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
°
が
、
こ
れ
が
そ

の
ま
ま
で
あ
る
な
ら
ば
、
全
部
漠
文
漠
詩
で
あ
っ
て
、
『
狐
媚
紗
』
と
な
ら

べ
て
、
『
仙
談
』
な
ど
と
称
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
が
、
こ
こ
に
朝
倉
治

彦
氏
の
ご
教
示
で
見
る
を
得
た
、
国
会
図
書
館
蔵
の
『
武
選
讃
紗
』
な
る
一

写
本
が
あ
る
。
書
名
の
仙
・
選
の
文
字
は
迎
う
が
、
そ
の
三
十
六
人
の
武
将

の
選
択
と
、
そ
の
賛
と
は
全
く
等
し
い
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
に
は
「
紗
」

の
文
字
を
附
す
如
く
、
各
人
の
賛
に
続
い
て
、
各
の
人
物
を
紹
介
し
た
片
仮

名
ま
じ
り
の
和
文
が
附
し
て
あ
る
。
そ
し
て
末
に
、
語
注
や
、
賛
の
大
意

も
見
え
る
。
和
文
の
部
分
は
大
体
は
正
史
に
よ
り
、
時
に
雑
史
に
よ
る
逸
話

を
も
加
え
て
、
刊
本
『
武
仙
』
の
漠
文
の
略
伝
よ
り
活
に
詳
し
く
、
十
分
に

読
み
物
た
る
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
。
末
に
言
う
。

右
武
選
三
十
六
将
ハ
林
道
春
搾
集
ス
ル
所
也
本
朝
ノ
歌
仙
二
殻
テ
左
右
ヲ

分
チ
周
ノ
初
メ
ヨ
リ
宋
ノ
末
二
至
マ
テ
ノ
名
将
ヲ
時
代
ノ
先
後
ヲ
以
テ
叙

（
ツ
イ
デ
）
タ
リ
讃
語
ハ
道
春
•
梅
洞
・
春
斎
父
子
三
人
ノ
作
也

と
。
も
し
か
か
る
砂
が
、
『
仙
仙
』
『
詩
仙
』
に
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
合
せ

た
と
す
れ
ば
、
正
に
『
翫
媚
砂
』
に
並
記
で
き
る
『
仙
談
』
と
な
る
で
あ
る

う
。
が
、
こ
れ
は
今
の
段
階
で
は
、
筆
者
に
お
い
て
も
、
―
つ
の
想
像
と
し

て
、
呈
出
す
る
ま
で
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
で
一
っ
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
は
、
羅
山
の
編
著
に
は
、
こ
の
『
讃
砂
』
の
如
く
、
助
手
の
手
を
加

え
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
推
量
を
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
羅
山
は
、
『
化
女
集
』
の
如
き
教
訓

説
話
集
を
編
著
し
た
の
み
な
ら
ず
、
『
狐
媚
砂
』
の
如
ぎ
興
味
本
位
の
怪
談

集
‘
そ
れ
も
仮
名
草
子
の
一
群
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
怪
談
集
に
も
手

を
染
め
て
い
た
こ
と
と
な
っ
て
、
又
注
目
に
値
し
よ
う
。

羅
山
は
、
既
に
言
わ
れ
る
如
く
、
当
代
の
朱
子
学
者
達
を
代
表
し
て
、
合
理

主
義
者
で
あ
っ
た
。
儒
仏
を
論
じ
て
も
、
仏
は
怪
異
虚
謎
を
説
く
点
を
、
こ
れ

を
し
り
ぞ
け
る
一
原
因
と
す
る
。
が
彼
の
随
筆
（
『
文
集
』
六
五
ー
七
五
）
を

見
る
と
、
異
常
に
「
怪
」
に
関
心
を
示
し
て
い
る
。
段
成
式
の
『
西
陽
雑
叫
』

を
読
ん
で
、
凡
そ
三
十
謡
二
十
巻
、
仙
仏
怪
異
に
わ
た
ら
ざ
る
が
な
い
の
で
、

巻
を
掩
う
て
嘆
息
し
、
「
子
不
語
怪
、
故
余
亦
言
之
而
己
」
な
ど
見
る
と
、
伯

仏
論
に
示
し
た
彼
の
面
目
の
ま
ま
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
或
人
に
、
孔
子

は
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
と
言
う
が
、
『
書
経
』
。
「
易
経
』
そ
し
て
「
春
秋
』
に
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も
怪
を
述
べ
る
所
が
多
々
あ
る
で
は
な
い
か
と
問
い
正
さ
れ
て
‘

当
二
言
フ
ベ
ク
ジ
テ
言
ハ
ザ
ル
コ
ト
ナ
ク
、
当
二
断
ス
ベ
ク
ン
テ
断
セ

ザ
ル
ナ
ビ
是
ヲ
以
テ
、
春
秋
ハ
災
異
戦
伐
ヲ
書
ル
ジ
、
易
礼
ハ
鬼
神
ヲ

論
ズ
、
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ズ
ン
テ
、
之
二
及
ベ
パ
ヽ
則
チ
必
訓
戒
ア
リ
、
神

ニ
於
テ
ハ
則
チ
ソ
ノ
理
ヲ
論
ジ
、
以
テ
当
世
ノ
惑
ヲ
解
ク
、
世
人
ノ
徒
ニ

語
リ
テ
反
ッ
テ
、
人
ヲ
惑
ス
ガ
ゴ
ト
キ
ニ
非
ズ
、
然
モ
其
ノ
之
二
及
プ
コ

卜
亦
鮮
ン
（
も
と
漠
文
）

と
弁
解
す
る
な
ど
で
は
少
々
あ
ぷ
な
く
な
る
e

こ
れ
は
孔
子
の
為
に
弁
ず
る

の
で
な
く
、
『
狐
媚
紗
』
の
如
き
を
羅
山
の
著
と
す
る
と
、
自
己
弁
設
の
う
た

が
い
が
濃
い
。
彼
も
亦
、
そ
の
翻
訳
で
は
、
訓
戒
を
加
え
、
人
を
惑
わ
す
を
さ

け
る
と
言
お
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う

Q

又
い
わ
ゆ
る
二
十
四
孝
は
怪
異
談
多

く
、
有
道
の
者
に
述
べ
る
所
で
な
い
が
、
世
俗
の
論
と
し
て
は
肯
定
す
べ
き

を
言
い
、
更
に
、
荘
子
の
文
章
が
活
法
あ
り
と
す
る
く
だ
り
に
至
っ
て
は
、

活
法
有
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ぐ
怪
ヲ
語
ル
ヲ
以
テ
ノ
故
也
、
文
ヲ
作
ル
者
ノ

荘
子
ノ
書
ヲ
廃
ツ
ベ
カ
ラ
ズ

と
あ
っ
て
、
文
章
換
言
し
て
、
文
学
に
は
大
い
に
怪
を
語
れ
と
言
う
が
如
き

で
、
こ
れ
が
彼
の
本
心
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
彼
が
か
の
土
の
怪
異
の
書

を
多
く
読
ん
だ
こ
と
は
既
に
調
査
が
あ
る
（
沢
田
瑞
穂
氏
「
林
羅
山
と
肝
山

小
説
そ
の
他
」
ー
『
東
洋
文
化
IL

百
七
十
五
）
°
合
理
主
義
者
の
彼
は
、
勧
善

懲
悪
的
文
学
観
を
持
っ
た
信
者
ら
し
く
、
訓
戒
を
加
え
な
が
ら
も
、
怪
を
語

る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
思
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る

Q

三

筆
者
は
や
や
煩
雑
に
わ
た
っ
て
、
訳
述
態
度
を
例
示
し
て
来
た
の
は
、
仮

名
草
子
の
啓
蒙
性
、
叉
は
徳
川
時
代
初
期
の
啓
蒙
性
と
称
さ
れ
る
も
の
の
性

格
を
、
こ
の
一
角
か
ら
で
も
具
体
的
に
う
か
が
い
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

が
、
こ
こ
に
来
て
、
羅
山
そ
の
人
の
著
述
を
広
く
見
れ
ば
、
中
国
の
故
事
や

格
言
を
訳
出
し
た
小
出
大
和
守
の
求
に
応
し
た
『
童
観
抄
』
（
万
治
二
年
）

や
『
屈
言
抄
』
（
元
和
六
年
）
に
も
、
『
棠
陰
比
事
』
を
訳
し
た
『
棠
陰
比

事
諺
解
』
に
も
同
じ
傾
向
が
存
す
る
。
箇
条
書
き
に
再
書
す
れ
ば
、
一
に
文

学
書
で
は
、
そ
の
表
現
は
第
二
義
と
し
て
、
説
話
の
内
容
に
主
眼
を
お
い

た
。
二
に
正
確
に
伝
え
る
よ
り
も
、
拙
速
を
尊
ん
だ
。
三
に
そ
の
時
々
の
用

途
に
応
じ
て
省
略
附
加
、
功
利
的
に
か
な
り
に
変
化
を
与
え
た
。
四
に
倫
理

性
が
戸
賣
ャ
ゎ

K
}＇
A
が
夕
か
っ

4
.
f
r
y
-
ヤ
：
ス
。

「
編
著
書
目
」
は
『
貞
女
倭
字
記
』
や
『
仙
鬼
狐
談
』
な
ど
三
十
九
部
を
上

げ
た
末
に
、
「
右
三
十
九
部
大
猷
院
殿
御
治
世
間
所
応
教
也
」
と
注
す
る
。

大
猷
院
家
光
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
に
応
じ
た
必
要
で
命
じ
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
そ
れ
に
応
じ
た
羅
山
の
編
述
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
傾
者
が
、

新
社
会
の
急
速
な
建
設
の
指
導
者
と
し
て
の
役
割
を
、
上
は
将
軍
家
に
対
し

て
も
、
か
か
る
姿
勢
で
は
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
羅
山
以
外

の
仰
者
が
、
一
般
社
会
に
対
す
る
仮
名
草
子
の
著
述
の
態
度
に
も
共
通
す
る

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

四

筆
が
仮
名
草
子
の
問
題
に
わ
た
っ
た
の
で
、
羅
山
の
著
か
如
何
か
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
『
杭
談
』
（
殆
ど
同
内
容
が
『
怪
談
全
書
』
と
し
て
元
禄
十

一
年
刊
）
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
例
の
「
編
著
書
目
」

に、
俯
談寛

永
末
、
幕
府
（
家
光
）
御
不
例
時
応
教
献
之
為
被
慰
御
病
心
一
也

と
あ
っ
て
、
羅
山
に
こ
の
書
名
の
著
述
の
あ
っ
た
こ
と
は
う
た
が
え
な
い
。

問
題
は
現
存
す
る
『
恢
談
』
又
は
『
怪
談
全
書
』
が
、
羅
山
の
著
の
『
粧
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談
』
か
い
か
が
か
に
あ
る
。
現
存
す
る
多
く
の
写
本
刊
本
を
調
査
さ
れ
て
‘

長
沢
規
矩
也
先
生
は
「
怪
談
全
書
の
著
者
に
つ
い
て
」
（
法
政
大
学
国
文
学

会
編
『
国
文
学
誌
要
」
昭
和
一

0
年
―
一
月
号
）
「
怪
談
全
書
。
奇
異
雑
談
集

に
つ
い
て
の
疑
問
」
（
愛
知
大
学
文
学
会
編
『
文
学
論
叢
』
三
二
年
三
月
号
）

な
る
論
文
で
、
そ
の
こ
と
を
否
定
さ
れ
た

Q

そ
の
理
由
の
中
に
は
、

一
、
古
今
説
海
に
出
典
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
時
に
こ
れ
を
説
海
と

略
し
、
時
に
こ
れ
を
古
今
説
海
の
各
話
を
分
類
し
て
立
て
た
綱
目
で
あ

る
説
淵
と
い
う
名
称
で
記
し
、
時
に
は
各
話
の
基
く
原
典
の
書
名
で
出

し
て
ゐ
る
な
ど
、
甚
し
く
不
統
一
で
あ
る
こ
と
は
専
門
の
漠
学
者
の
な

す
所
ら
し
く
な
く
、
殊
に
説
淵
の
名
で
も
出
す
な
ど
は
、
む
し
ろ
徒
に

出
典
の
種
類
を
多
く
し
よ
う
と
す
る
浅
学
者
の
し
わ
ざ
に
近
い
こ
と
。

一
、
「
怪
談
全
書
」
式
の
内
容
の
害
物
は
か
な
り
多
い

Q

然
る
に
、
そ
の

伝
紗
本
の
中
で
は
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
家
蔵
の
「
粧
談
」
及
び
「
幽

霊
之
事
」
と
も
に
羅
山
の
署
名
が
な
い
。

ズ
羅
山
の
署
名
の
あ
る
も
の
は
、
右
の
二
書
よ
り
書
写
年
代
の
降
る
、

家
蔵
の
「
怪
談
録
」
及
び
天
理
図
書
館
所
蔵
の
「
奇
異
怪
談
抄
」
で
あ

る
が
、
そ
の
形
式
文
章
が
羅
山
本
人
の
手
に
成
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ

な
い
。

な
ど
、
誠
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
e

筆
者
も
そ
の
後
、
こ
の
説

に
よ
り
羅
山
説
を
否
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
筆
者
の
想
像
で
は
、
羅
山

編
著
と
す
べ
き
『
化
女
集
』
『
狐
媚
砂
』
と
、
類
似
の
二
部
が
出
現
し
た
。

一
々
の
べ
な
い
が
、
『
怖
談
』
各
章
と
、
そ
の
よ
っ
た
魁
土
の
原
文
と
を
比

較
検
討
す
れ
ば
、
『
化
女
集
』
や
『
狐
媚
紗
』
が
原
文
に
対
し
た
と
等
し
い

態
度
を
発
見
す
る
。
勿
論
そ
れ
は
恐
ら
く
は
当
時
の
は
者
共
通
の
こ
と
で
、

そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
羅
山
の
編
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ
の
機
会
に

今
一
度
こ
の
書
を
羅
山
編
著
と
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
新
出
松
平
文
庫
の
『
位
談
』
一
冊
を
紹

介
す
る

Q

実
は
『
文
学
』
誌
に
お
け
る
紹
介
で
は
‘
粗
雑
な
ノ
ー
ト
を
記
憶

に
よ
っ
て
補
い
、
早
々
に
書
い
た
為
に
、
と
ん
で
も
な
い
間
違
い
を
書
い
て

し
ま
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
訂
正
し
て
お
く
必
要
も
あ
っ
て
の
故
で
あ
る
。

大
本
墨
付
一
冊
五
十
九
丁
。
外
題
内
題
共
に
「
位
談
」
と
あ
る
。
片
仮
名

交
り
侮
半
葉
十
一
行
。
又
「
尚
舎
源
忠
房
」
「
文
庫
」
の
二
印
が
あ
っ
て
、

寛
文
頃
の
写
で
あ
る
。
所
収
と
そ
の
順
序
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

望
帝
（
「
前
書
巳
有
之
不
及
再
書
」
と
注
あ
り
）
・
詰
図
◎
王
帳
（
沌
の

誤
り
）
・
伍
子
省
（
「
此
亦
在
前
書
不
可
再
書
也
」
と
注
あ
り
）
・
淳
干

焚
・
呂
球
・
俣
王
・
拳
叔
堅
・
馬
頭
娘
・
緯
肌
・
元
緒
・
欧
陽
紀
・
巴
西

侯
・
李
培
・
微
客
・
張
守
一
・
銚
生
・
潤
王
・
中
山
狼
・
魚
服
・
三
娘
子

・
衷
氏
●
批
孵
•
写
盟
隠
娘
・
張
遵
言
。
辟
昭
・
郭
元
振
・
侯
元
。
頼
省
幹

・
玉
真
娘
子
・
陰
摩
羅
鬼
・
金
胤
叙

で
あ
る
。
長
沢
先
生
御
所
蔵
の
写
本
『
怪
談
録
』
と
同
じ
所
収
順
庁
で
、
「
巴

西
侯
」
「
三
娘
子
」
「
藷
昭
」
の
三
つ
が
、
『
怪
談
全
書
』
と
そ
の
位
置
を
異

に
し
て
い
る
。
「
望
帝
」
「
伍
子
行
」
二
条
に
注
記
が
あ
っ
て
、
本
文
の
存

す
る
こ
と
は
『
怪
談
全
書
』
に
等
し
い
が
、
こ
の
書
と
相
違
し
て
、
林
羅
山

の
署
名
は
ど
こ
に
も
見
出
さ
れ
な
い
。

さ
て
著
者
の
問
題
を
、
「
望
帝
」
ら
二
条
に
見
え
る
、
「
前
害
」
云
々
の

注
記
か
ら
入
っ
て
ゆ
こ
う
。
松
平
文
庫
本
及
び
『
怪
談
全
書
』
は
、
再
書
す

る
な
と
注
し
な
が
ら
、
本
文
は
あ
る
。
長
沢
先
生
御
所
蔵
の
『
俯
談
』
に
は

こ
の
二
条
は
欠
け
て
い
る

Q

こ
の
二
条
を
持
つ
天
那
図
書
館
蔵
の
『
奇
異
怪

談
抄
』
と
名
づ
け
る
一
異
本
は
注
記
が
な
い
。
こ
れ
ら
を
も
っ
て
考
え
て
見

る
に
、
こ
の
注
記
は
、
一
旦
原
稿
を
作
成
し
て
ヽ
浄
書
再
書
さ
せ
る
時
の
も
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の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
ヽ
編
著
者
は
、
初
め
こ
の
二
条

を
書
い
た
。
そ
し
て
「
前
書
」
な
る
も
の
に
、
同
じ
も
の
を
収
め
た
こ
と
に

気
づ
い
た
の
で
自
ら
注
記
し
た
。
従
っ
て
、
そ
の
後
に
写
本
を
し
た
も
の

は
、
一
に
注
記
を
も
そ
の
ま
ま
に
本
文
を
存
し
て
写
す
も
の
が
あ
る
。
松
平

文
庫
本
や
『
怪
談
全
書
』
の
姿
で
あ
る

Q

二
に
注
記
に
従
っ
て
本
文
を
略
す

も
の
が
あ
る
。
長
沢
先
生
の
『
怖
談
』
の
如
き
姿
を
と
る
も
の
で
あ
る

Q

三

に
『
奇
異
怪
談
抄
』
の
場
合
は
、
注
記
以
前
の
姿
と
一
応
思
わ
れ
る
が
、
そ

う
で
は
な
か
ろ
う
。
本
文
を
写
せ
ば
、
何
の
用
も
な
い
注
記
を
削
っ
た
も
の

と
考
え
て
お
こ
う
。
と
す
れ
ば
松
平
文
庫
本
の
如
き
は
、
最
も
初
稿
の
姿
を

忠
実
に
伝
え
る
も
の
と
言
え
る
。
実
は
「
前
書
」
云
々
の
注
記
は
、
『
狐
媚

紗
』
に
も
存
す
る
の
で
あ
る
。
同
書
の
「
上
官
翼
」
の
見
出
し
の
下
に
「
前

書
有
之
不
及
再
書
」
「
李
令
緒
」
の
見
出
し
の
下
に
も
「
不
及
消
書
之
」
と

注
記
す
る
。
忠
実
な
松
平
文
庫
本
の
筆
者
逹
は
、
全
く
同
文
庫
の
『
柏
談
』

の
場
合
同
様
、
注
記
を
し
た
ま
ま
に
本
文
を
写
し
た
の
で
あ
る
。
『
狐
如

鈴
』
が
羅
山
の
著
で
、
か
か
る
現
象
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
注
記

を
認
め
る
『
位
談
』
も
、
羅
山
の
著
た
る
可
能
性
が
浪
く
な
っ
て
く
る

Q

し

か
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
「
前
書
」
と
は
、
如
何
な
る
書
で
あ
ろ
う
か

Q

筆
者
は

長
沢
先
生
の
論
文
中
に
、
（
『
文
学
論
双
』
）
紹
介
さ
れ
た
、
『
幽
霊
之

事
』
な
る
一
書
を
、
そ
れ
に
相
当
さ
せ
よ
う
と
思
う
。
地
遠
隔
で
あ
っ
て
、

拝
見
の
機
を
得
ず
に
本
稿
を
執
筆
す
る
の
で
あ
る
が
、
寛
永
に
近
い
そ
の
写

本
は
、
同
じ
く
怪
奇
の
説
話
二
十
条
の
集
で
、
中
に
「
罰
令
（
太
平
広
記
）
」

「
伍
子
肖
（
東
城
詩
注
・
方
肌
勝
覧
）
」
の
二
条
が
あ
る
。
鼈
令
は
、
『
怪

談
全
書
』
や
『
怖
談
』
の
「
望
帝
」
の
条
に
も
冒
頭
に
そ
の
名
の
見
え
る
人

物
で
あ
る
。
こ
の
条
は
望
帝
と
同
内
容
と
考
え
て
よ
い
。
「
伍
子
肖
」
は

『
怪
談
全
書
』
で
も
『
方
輿
勝
覧
』
を
引
用
書
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
長
沢

先
生
は
「
題
材
に
は
怪
談
全
書
や
後
述
の
奇
異
雑
談
集
と
同
一
典
拠
の
も
の

が
見
え
る
が
、
そ
の
内
容
は
同
一
文
章
で
は
な
い
」
と
、
断
っ
て
居
ら
れ

る
。
し
か
し
、
見
来
っ
た
よ
う
な
徳
川
時
代
初
期
の
内
容
本
位
の
翻
訳
態
度

の
下
に
お
い
て
は
、
話
の
内
容
さ
え
同
じ
な
ら
ば
、
そ
れ
を
「
前
書
巳
有

之

」

と

称

し

た

と

し

て

も

支

障

な

い

で

あ

ろ

う

。

．

も
し
、
こ
の
想
像
が
あ
た
れ
ば
、
『
怖
談
』
と
『
幽
霊
之
事
』
は
同
一
人

の
著
述
と
な
る

Q

更
に
筆
者
は
一
見
も
し
な
い
書
に
つ
い
て
大
胆
に
過
ぎ
る

想
像
を
持
っ
て
い
る

Q

『
幽
霊
之
事
』
な
る
書
は
、
前
出
の
羅
山
著
『
仙
鬼

狐
談
』
の
一
巻
、
『
鬼
談
』
か
、
そ
の
一
部
分
に
相
当
す
る
と
考
え
て
み
よ

う
。
鬼
は
勿
論
中
国
で
は
、
死
霊
即
ち
幽
霊
で
あ
る
。
『
幽
霊
之
事
』
の
収
め

る
二
十
話
は
、
長
沢
先
生
の
か
か
げ
る
目
次
に
よ
っ
て
も
悉
く
「
鬼
」
の
話

の
よ
う
で
あ
っ
て
、
『
鬼
談
』
の
書
名
を
も
っ
て
不
思
議
で
は
な
い
。
一
部

分
か
と
す
る
の
は
、
『
那
媚
紗
』
の
三
十
数
条
に
比
し
て
、
所
収
の
少
き
に

す
ぎ
る
か
ら
で
、
『
幽
霊
之
事
』
の
題
が
、
既
に
首
を
欠
い
だ
為
の
仮
題
か

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
も
あ
る
。
全
部
か
一
部
分
か
は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ

の
想
像
が
あ
た
れ
り
と
す
れ
ば
、
『
伯
談
』
は
当
然
羅
山
の
著
述
と
な
る
可

能
性
が
出
て
く
る
。
『
狐
媚
紗
』
の
「
前
書
」
は
い
か
に
。
「
上
官
翼
」

は
、
息
子
に
つ
い
た
狐
を
、
「
鬼
」
か
と
し
、
又
別
の
死
後
の
こ
と
に
及
ベ

ば
、
『
鬼
談
』
に
入
れ
て
も
余
り
支
障
の
な
い
一
条
で
あ
る
。
「
半
令
緒
」

の
場
合
は
、
既
に
掲
げ
た
如
く
羅
山
自
ら
も
幽
霊
か
狐
か
と
う
た
が
っ
た
後

記
を
つ
け
て
あ
る
。
よ
っ
て
い
づ
れ
に
も
入
れ
る
こ
と
を
断
念
し
て
「
不
及

清
書
之
」
と
注
し
た
と
す
れ
ば
、
一
応
解
釈
が
つ
く
。
『
狐
媚
紗
』
の
「
前

書
」
も
、
『
鬼
談
』
と
解
し
て
よ
い
よ
う
で
も
あ
る
。
そ
れ
で
よ
い
な
ら
、

益
々
‘
『
粧
談
』
が
羅
山
著
た
る
影
が
濃
く
な
る
。

か
く
「
前
書
」
に
つ
い
て
考
え
て
来
れ
ば
、
長
沢
先
生
の
提
出
さ
れ
た
疑
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問
の
い
く
つ
か
は
、
自
然
違
っ
た
角
度
か
ら
考
え
ら
れ
て
来
る
。

『
幽
霊
之
事
』
が
、
後
の
刊
本
に
入
ら
な
か
っ
た
の
は
、
『
武
選
讃
紗
』

の
如
き
か
と
想
像
さ
れ
る
『
仙
談
』
や
『
狐
媚
紗
』
と
想
像
さ
れ
る
『
狐
談
』

な
ど
と
共
に
、
一
群
を
な
し
て
い
た
『
鬼
談
』
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
そ
れ
ら

は
共
に
『
位
談
』
と
は
別
の
群
を
な
し
、
『
柏
談
』
が
刊
本
『
怪
談
録
』
と

な
っ
た
時
序
を
書
い
た
俳
人
で
書
陣
で
あ
っ
た
松
月
堂
不
角
な
ど
の
出
版
関

係
者
の
目
に
も
ふ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

羅
山
署
名
の
問
題
は
長
沢
先
生
御
説
の
如
く
、
後
人
が
加
え
た
気
味
が
強

い
。
『
化
女
集
』
の
場
合
、
異
本
の
『
貞
女
和
字
記
』
に
の
み
あ
る
が
、
そ

れ
も
最
初
か
ら
あ
っ
た
か
、
ど
う
か
疑
問
の
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
思

う
に
羅
山
は
、
こ
の
種
の
著
述
に
は
署
名
を
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
か
な
り
忠
実
な
筈
の
松
平
家
の
写
本
に
は
、
悉
く
署
名
を
欠
く
の
が
一

証
で
あ
る
。
も
し
又
、
「
遍
著
書
目
」
の
言
う
如
く
家
光
に
献
呈
し
た
も
の

な
ら
ば
、
転
々
筆
写
さ
れ
た
原
本
は
、
林
家
に
お
け
る
草
稿
の
は
ず
で
あ

る
。
「
前
書
」
云
々
の
注
は
、
そ
の
草
稿
に
よ
る
こ
と
を
物
語
る
。
と
す
れ

ば
署
名
を
し
て
な
く
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
「
右
一
冊
故
有
而
書
之
子
時
寛
永
廿
年
炎
未
羅
山
子
」

（
『
奇
異
怪
談
抄
』
）
と
か
、
「
右
一
冊
者
堀
田
加
賀
守
正
盛
承
台
命
使
余

抄
出
焉
慶
安
二
己
丑
年
二
月
日
林
道
春
作
之
」
（
写
本
『
怪
談
録
』
）
の

如
き
は
、
文
章
の
意
味
か
ら
は
筆
者
は
羅
山
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
ど
う

し
て
も
羅
山
の
文
章
で
あ
り
よ
う
が
な
い
も
の
を
附
し
た
書
が
あ
る
。
誤
っ

た
漠
文
で
あ
り
、
同
じ
内
容
の
も
の
に
、
違
う
年
月
日
の
奥
が
つ
く
。
後
人

の
さ
か
し
ら
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
が
既
に
見
た
如
く
、
こ
れ
を
欠

く
も
の
も
段
々
あ
り
、
違
っ
た
奥
が
あ
る
こ
と
は
、
本
文
と
こ
れ
ら
の
奥
と

は
、
別
の
も
の
た
る
こ
と
を
示
す
証
と
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
著

者
明
記
の
な
い
書
が
あ
る
。
こ
れ
に
著
者
を
記
入
す
る
場
合
、
―
つ
は
噂
や

定
説
が
あ
る
時
、
今
―
つ
は
そ
れ
ら
し
い
人
を
仮
り
に
附
す
時
の
二
つ
の
態

度
が
あ
る
。
後
者
に
は
善
意
の
推
定
と
、
悪
意
の
仮
託
が
あ
る
。
前
者
の
場

合
は
、
別
の
人
が
記
入
し
て
も
、
「
源
氏
物
語
」
の
紫
式
部
で
あ
る
如
く
、

同
じ
結
果
と
な
る
。
後
者
は
記
入
者
の
相
違
に
よ
っ
て
、
別
人
が
著
者
と
な

る
こ
と
、
『
仁
勢
物
語
』
に
、
松
永
貞
徳
、
烏
丸
光
広
説
が
あ
る
如
く
で
あ

る
。
『
怪
談
』
の
場
合
、
編
著
者
を
も
つ
三
つ
、
『
奇
異
怪
淡
抄
』
と
、

『
怪
談
録
』
と
、
刊
本
の
『
怪
談
全
書
』
は
奥
の
内
容
か
ら
見
て
、
本
の
体

裁
か
ら
見
て
、
原
本
の
も
の
に
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
別
人
の
記
入
と
な

る
。
そ
れ
で
皆
同
じ
く
林
羅
山
と
す
る
の
は
、
当
時
こ
の
書
を
羅
山
と
す
る

一
般
の
噂
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
の
羅
山
が
、
文
集
末
の

「
書
目
」
に
あ
る
如
く
、
将
軍
家
光
に
献
じ
た
こ
と
ま
で
も
、
伝
わ
っ
て
い

た
が
、
そ
の
時
期
に
は
、
寛
永
と
慶
安
の
二
説
が
あ
っ
た
。
為
に
、
怪
談
抄
と

怪
談
録
の
あ
る
時
の
筆
者
が
、
い
か
に
も
羅
山
の
自
記
ら
し
く
、
そ
れ
た
＼

聞
く
所
を
、
奥
に
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
根
性
の
者
の
常
と
し

て
、
生
半
可
で
、
誤
っ
た
漠
文
を
書
い
た
。
又
は
仮
託
の
奥
を
書
い
た
連
中

が
、
時
期
ま
で
も
仮
り
に
作
っ
た
。
又
は
そ
の
漠
文
を
後
続
の
筆
者
が
誤
写

し
た
と
見
て
も
よ
い
。
大
分
持
っ
て
廻
っ
た
推
量
で
あ
る
が
、
以
上
の
如
く

で
あ
る
と
す
れ
ば
‘
珍
妙
な
奥
書
は
、
当
時
即
ち
元
禄
以
前
に
、
こ
の
書
を

羅
山
作
と
す
る
噂
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
に
な
っ
て
、
か
え
っ
て
羅
山
作
と
す

る
一
証
拠
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
延
宝
六
年
刊
の
『
江
戸
三
吟
』
所

見
の
附
句
に
「
悪
鬼
と
成
っ
て
姿
は
そ
の
ま
ま
、
正
三
の
書
置
れ
た
る
物
が
た

り
、
こ
こ
に
道
春
こ
れ
も
こ
れ
と
て
」
と
、
道
春
羅
山
の
登
場
す
る
の
は
、

こ
の
『
悧
談
』
の
著
者
と
し
て
の
噂
の
故
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
も
こ
の

句
の
作
者
信
章
は
、
林
家
に
も
出
入
し
た
山
口
素
堂
で
あ
る
。
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甚
だ
専
門
家
ら
し
か
ら
ぬ
出
典
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
二
通
り
の
考
が
出

来
る
。
籍
山
が
自
ら
、
そ
の
話
を
見
出
し
た
書
籍
を
、
記
憶
や
、
再
び
そ

の
原
典
を
検
し
て
記
し
た
も
の
と
先
ず
考
え
て
見
る

Q

そ
の
場
合
で
も
、

「
出
典
の
種
類
を
多
く
し
よ
う
」
と
す
る
窯
識
は
確
に
は
た
ら
い
て
い
る
。

が
そ
れ
は
「
浅
学
者
の
し
わ
ざ
」
と
し
て
で
は
な
く
、
「
浅
学
者
」
を
読
者

と
し
た
為
‘
―
つ
で
も
多
く
書
名
を
読
者
の
頭
に
と
ど
め
よ
う
と
し
た
、

啓
蒙
者
と
し
て
の
所
為
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
ま
が
り
な
り
に
も
解
釈
が
つ

く
。
二
つ
の
書
を
合
せ
の
せ
る
書
き
方
も
、
既
に
『
狐
媚
紗
』
に
、
「
暦
小

説
ニ
ア
リ
又
狐
媚
叢
談
ニ
ア
リ
」
と
見
え
る
と
同
じ
で
あ
っ
て
ヽ
又
啓
畿
的

態
度
か
ら
出
た
も
の
と
考
え
る
。
が
出
典
の
注
記
は
『
武
選
讃
紗
』
で
、
劫

手
の
あ
っ
た
こ
と
を
見
た
が
、
そ
の
閲
手
達
‘
又
は
林
家
の
年
少
の
人
々
や

そ
の
塾
の
学
生
達
の
手
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
現
に
『
化
女

集
』
に
は
注
記
な
く
『
狐
妬
沙
』
で
は
、
主
に
一
つ
に
よ
っ
た
と
は
い
え
、

『
太
平
広
記
』
に
は
さ
ま
た
＼
と
出
典
を
示
す
の
に
、
た
だ
一
カ
所
間
が
ぬ

け
た
様
な
注
記
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
か
く
木
に
よ
っ
て
迎
う
の
は
、
羅
山

の
注
と
見
ず
、
別
人
と
し
た
方
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
又
『
粧
談
』
転
写
の

原
本
が
草
稿
で
あ
っ
た
ら
し
い
所
か
ら
し
て
も
、
出
典
注
記
を
別
人
と
す
る

方
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
場
合
は
本
当
に
「
浅
学
者
の
し
わ
ざ
」
だ

っ
た
こ
と
と
な
る
。

以
上
『
悟
談
』
に
つ
い
て
の
考
え
は
、
有
力
な
否
定
の
あ
る
現
在
、
自
然

こ
れ
を
羅
山
作
と
す
る
可
龍
性
を
検
討
す
る
方
向
に
傾
い
た
為
に
、
早
慮
浅

考
の
な
か
ら
ん
か
を
筆
者
自
ら
も
態
じ
る
の
で
あ
る
が
、
羅
山
作
と
す
る
可

指
性
も
な
お
若
千
あ
ろ
う
か
と
、
新
し
い
二
害
の
紹
介
を
機
に
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。

林
羅
山
の
翻
訳
文
学
と
言
う
鴎
か
ら
す
れ
ば
、

『
棠
陰
比
事
彦
肝
』
を
初

め
、
「
書
目
」
に
見
え
る
、
『
聖
賢
土
談
』
『
愚
悲
王
談
』
『
折
獄
抄
』
な

ど
、
合
せ
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
未
見
の
も
の
も
多
い
し
、
訓
題
と
し
た

範
囲
で
筆
を
お
く
。

追
記
井
上
志
氏
の
努
力
で
出
門
を
見
た
貝
原
益
軒
の
『
玩
山
目
録
』
を
兄

る
に
、
そ
の
出
永
六
年
八
十
オ
の
粂
に
「
狐
鮒
芯
談
二
冊
有
日
五
巻
」
と

あ
る
。
流
石
博
覧
の
整
軒
て
、
か
か
る
木
を
兄
て
い
た
の
で
あ
る

0

松
平

文
即
本
の
『
狐
媚
紗
』
は
勿
論
、
宝
永
六
年
よ
り
は
、
先
に
与
さ
れ
た
も

の
、
成
立
は
や
は
り
硲
初
と
す
ぺ
ざ
で
あ
る
が
、
念
の
烏
に
氾
記
す
る
e

末
箪
な
が
ら
、
故
々
お
川
話
い
た
だ
い
た
福
井
保
氏
、
朝
窟
沿
彦
氏
に
謝

況
い
を
表
す
る
。
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